
　　　　

2025 年 1 月 6 日

10 時 0 分から 18 時 30 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

お誕生会、夏祭り、クリスマス会、外出活動（長期休業日、お花見、アスレチック、果物狩り、公共交通機関を用いた外出、買い物体験、体育館での様々なスポーツ体験）

家族支援

利用児の保護者様と毎月面談の機会を設け、児童の共有や家庭での困りごとな
どの相談援助。

移行支援

幼稚園や保育園、小中学校等の教育機関との情報共有、連携（就学、進
学、進級等のライフステージの変化に応じて）。成長に応じた個別支援
計画の見直し、変更。ライフステージに合わせた自立支援（金銭管理、
公共個通期間を用いての移動）、就労に向けた資格取得支援

地域支援・地域連携

保育機関・教育機関・他事業所・行政等の関係機関との連携

職員の質の向上

自治体や児童発達支援センター、障害児支援関係団体が実施する研修な
どへの参加

支　援　内　容

本
人
支
援

日々の療育の中で、子どもたちの心身の健康維持・改善・増進に取り組んでいきます。一人一人の健康チェックを行ない、検温・手洗い・うがいを徹底するとともに、荷物の準備をす
る・片付ける、楽しく食事をするなど日常の基本的スキルの支援・向上に努めています。長期休暇など学校が休みの場合でも、朝から利用していただくことでで生活リズムを崩すこと
なく過ごせるように支援していきます活動の中で簡単な調理や制作、買い物体験などの様々な経験を通して社会で生活する上でのスキルや生活を楽しむ上での趣味を見つけられるよう
支援や機会の提供を行っていきます。

運動：ストラックアウト、トランポリン、サーキットトレーニングで運動、バランス感覚を養います。活動の中でハサミや糊など道具を使用し、指先や基本となる動作、姿勢保持のた
めの筋力の維持・強化を図ります。
感覚：五感を用いた遊びにより感覚機能の向上を図ります。（スライム、小麦粉粘土、おやつ作り、ビジョントレーニングなど）

①空間や時間の概念形成を図ることで、それを認知や行動につなげられるように支援をしていきます。②数量や形の大きさ、色の違いを認識・判断する力の習得のための支援を行って
いきます。（大画面タッチパネルを用いたビジョントレーニング、ブロック遊びや段ボール制作などの自由創作活動、実験、調理活動）③周囲の情報から必要な情報を取得し、行動に
つなげられるように支援を行っていきます（注意機能、選択的注意、注意の持続等）④まちがいさがし、デジタル認知テストツール（課題に沿った注意機能、処理機能、集中力の持続
等）⑤ＳＳＴ（こんなときどうする？、交通ルールの確認、外出活動時のマナー）、避難訓練などの活動を通し、集団での適切な行動への対応の方法を確認し、実践できるように支援
を行っていきます。

①相手の言葉の意図を理解する力や自分の考えを伝える力を伸ばし、言葉で表出できるよう支援を行っていきます。（カードゲーム、言葉遊び（言葉集め、連想ゲーム、話し合い）、
言葉での指示を理解してその指示で動く遊び（かるた）②年齢に応じた活動やかかわりを通して言葉遣いや所作を身に着け、コミュニケーション能力を向上できるように支援を行って
いきます。（小集団でのSST：挨拶や困ったときの援助依頼の方法など相手を意識した言葉の使い方、自分の気持ちの伝え方、こんなときどうする？など）③言語以外にジェスチャーや
表情、指差し、カードの提示、サインなどを用いて意思の伝達や理解ができるように支援を行っていきます。（絵カードやサイン等での意思疎通ゲーム、ジェスチャーゲーム、顔はめ
ゲーム）

①自己理解と気持ちのコントロール：自分の性格や考え方を知る、気持ちのコントロールができるように支援を行う（SST：自分に合った気持ちの切り替え方や代替案を見つける）②集
団への適応：集団の中でのルールを理解し、周りと合わせた行動ができるよう支援を行う（ルールの理解が必要なゲーム：カードゲームや風船バレーなどの集団遊び、SST（他社との距
離感、TPOに合わせた言葉遣い）③公共マナーの習得：公共交通機関の利用や公共施設の利用などを通して、社会的なマナーを身に着けられるように支援を行う（公共高月間を用いた外
出活動、買い物、外食等）④社会的スキルの取得：他者とかかわりももつともに生活していくための支援、就労に向けた必要な社会的スキルを習得するための支援

法人（事業所）理念 人を大切にする会社

支援方針
・個性に合わせた「療育」
・自己肯定感をはぐくむ
・資格取得支援

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 みらいスマイル 支援プログラム 作成日


